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はじめに

　いよいよ中学校でも、「英語の授業は英語で」＝All in English が本格
的に始まります。
　新しい学習指導要領では、生徒が英語に触れる機会を充実するととも
に、授業を実際のコミュニケーションの場面とするため、「授業は英語
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で行うことを基本
4 4 4 4 4 4 4 4

とする」（指導計画の作成と内容の取扱い）と明示
されています。
　では、英語の授業を英語で行う利点・良さには、どんなことがあるの
でしょうか。それを考えてみましょう。
　
　 １ つは、「教師が英語を使うと生徒も英語を使う可能性

4 4 4

が生まれる」
ということです。可能性と表現したのは、そういう傾向が強まるという
意味においてです。
　教師が指示や質問を英語でします。
　生徒はそれに応えようと、自然と英語で返そうとします。
　そこに、「英語の授業は英語で」の意義があります。
　もちろん、指導要領にあるとおり、「英語に触れる機会を充実する」
ということもあるでしょう。コミュニケーションとして触れる機会が多
ければ多いほど、生徒は何らかの英語を偶発的に

4 4 4 4

学ぶこととなります。
さらに、一度学習した語や表現等に、その後の授業で何度も触れること
で、語彙や表現の定着にもつながるでしょう。
　できるだけ英語のシャワーを生徒に浴びさせるということは、学習理
論としても理に適っていると言えます。
　しかしながら、どんな英語でもよいのかというとそうではありません。
指導要領にも、「その際、生徒の理解の程度に応じた英語を用いるよ
うにすること」（指導計画の作成と内容の取扱い）と書かれています。　
　生徒の理解可能な英語より少し上の英語を聞かせることで良好なイン
プットが図られるのです。
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　さて、本書は、「英語の授業は英語で」を実践するために、「 3
語フレーズ」（もしくは「 3パーツ」）で表現することを提案して
います。また、生徒にも「 3 語フレーズ」を活用した英語表現（第 ５
章・第 ６ 章）を使ってもらいたいという意図で執筆しました。決して教
師だけが英語を使えばいいというのではありません。

　では、なぜ ３語なのでしょうか。それは、実用的で使いやすく、
教師にも生徒にもさまざまなメリットがあるからです。例えば、教
師が英語を使う姿を見て、「 ３ 語だったらできるかも！　マネしてみよ
うかな…」という生徒のモチベーションにもつながります。
　教師も英語を話すけれども、生徒にももっと英語を話させたい…。
　今後は、そんな視点で授業研究をしませんか。
　共に、目の前の生徒たちのために、また日本の英語教育の発展のため
に、力を尽くしていきましょう。
　
　平成29年10月
　� 瀧沢広人
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３語の英語で
どう伝える？

第 1章
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 その英語、生徒に伝わっていますか？

　授業の中で英語を使っている先生方の中には、次のように感じたこと
がある方もいるのではないでしょうか？

○たくさん英語を使うものの、生徒に伝わっていない…
○�先生が英語を使っていても、生徒は英語を使って表現しようとしない…
○日本語で生徒に説明したほうが圧倒的に早い…

　そんな先生方にこそぜひ実践していただきたいのが、本書の「 ３
語フレーズ」です！　なぜなら、「 ３ 語フレーズ」こそが生徒に伝
わる英語で、「英語で授業」を可能にするからです。なお、ここで
いう ３語フレーズとは ３単語を指しているわけではなく、SVOや SVC
といった 3要素という構造を意味します。

 生徒に伝わる英語を使おう

　新学習指導要領では、「英語で授業を行う」ことが掲げられています
が、単に英語で授業を行えばいいのではなく、生徒に伝わる

4 4 4 4 4 4

英語で
授業を行い、英語で授業を行っても生徒がちゃんと理解している

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

ことが重要なのです。それを実現できるのが、この「 ３ 語フレー
ズ」になります。
　これは英語に限ったことではありませんが、話し言葉は短ければ短い

なぜ英語の授業で、
３語フレーズが効果的？

Lesson

1
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ほど伝わりやすくなります。

 ３語フレーズには、こんなにもメリットがある！

　先ほど、「話し言葉は短ければ短いほど伝わる」という話をしました
が、英語授業では「 ３語フレーズにすること」に非常に意味があります。
なぜなら ３語フレーズには、こんなにもメリットがあるからです。

メリット①　特別なスキルがなくても、カンタンに実践できる
→文を区切る、短くするなど比較的カンタンな工夫でできる。

メリット②　 ３ 語フレーズなら中学生でも使える
→カンタンそうだからやってみよう、先生の英語をマネをしてみようと
いう意欲がわく。

メリット③　 ３ 語フレーズは授業にリズムとテンポを生む
→リズムがあると授業が活性化する。

メリット④　本来の英語らしい英語に近づける
→ジェスチャー、平易な英語に変える、違う言い方で言い換えるなど。

メリット⑤　難しい内容も ３ 語フレーズを組み合わせることで、
生徒に確実に伝わる
→生徒も ３語を意識するので、情報が聞きとりやすくなる。

　いかがでしょうか？
　ではさっそく、次ページから ３語フレーズの作り方を見ていきましょ
う。
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 短い３語フレーズは確実に伝わる！

　長文を短くするコツはフレーズを 3 語フレーズにして、長くし
ゃべらないことです。もし文が長くなってしまいそうなときは、長い
文を短く数個のパーツに分けます。
　例えば、「指示」や「発問」であれば ２～ ３秒。「説明」であれば10秒
を超えるものは、長すぎると考えます。

 「３語フレーズ」にこだわってみる！

　では、どのようにしたら文を短くできるでしょうか。試しに授業冒頭
の本時の目標を確認する場面で考えてみましょう。

　Hi, everyone. I’ll tell you today’s goal. Today’s goal is to 

memorize the text on page 20. You will have time to memorize 

at the last part of today’s lesson.

　「英語の授業は英語で」というと日本語で言おうとすることをそのま
ま英語にしてしまいがちです。しかし大事なことは、教師が英語を使っ
ているぞ！というポーズよりも、教師が話す英語が生徒に伝わるという
ことです。
　先ほどの例文をもとに、 ３語フレーズのルールで直してみましょう。
　まず、次のように ３語にあてはまる表現にします。

長い１文より、確実に
伝わる３語フレーズ！

Lesson

2
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　　I’ll tell you today’s goal.

　　　　　
　　Let’s　check　today’s goal.

　　  １  　　 ２  　　　　 ３

　長い文では、 １文を ２回に分けて言います。
　　Today’s goal is to memorize the text on page 20.

　　　　　
　　Today’s goal is to memorize / その後、the text on page 20.

　　　　  １ 　　　 ２  　　　 ３  　　　　　　  　  １ 　 　　  ２ 　    ３
　その際、memorizeを強めに言い、いったん区切ります。意味のま
とまりで区切ることにより、長い文でも生徒に伝わりやすくなります。

　最後の １文も ３語フレーズを意識し、分けていきます。
　　�You will have time to memorize at the last part of today’s 

lesson.

　　　　　
　　You will have time / to memorize ... / at the last part of 
　　　  １ 　　  ２ 　　 ３　　 １ 　　 ２ 　　　　 １ 　　　　 ２  
　　today’s lesson.

　　　　　 ３

 言葉にジェスチャーを重ねる

　英語を話す際には、言葉にジェスチャーを重ねます。先ほどの文では、
Let’s checkと言いながら、人差し指を出して、注目を寄せます。次に、
Today’s goal is to memorizeのmemorizeのところで、人差し指を
頭に当てて「覚える」というジェスチャーをします。
　その後、on page 20 のところでは、教科書の20ページを開き、生徒
に見せるとよいでしょう。たとえ英語が聞きとれない生徒がいても、ジ
ェスチャーから推測して考えることができます。
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 教室英語は生徒が理解できるものを使う

　「英語の授業は英語で」となると、とかく教師の持っている英語力を
総動員して、英語で伝えようとしがちです。しかし、生徒にとって未知
な語彙であったり、表現であったりしては、なかなか伝わりません。
あえて難しい語や表現を使うのではなく、できるだけ生徒の知っ
ている語を使うようにしたいものです。
　とはいえ、すべて生徒が知っている語や表現だけを使って、英語で授
業をすることに限界もあります。
　では、そんなときどうしたらいいのでしょうか。

 ポイント１　生徒のレベルより少し上の英語を！

　生徒の能力、もしくはほんの少し上の英文を与えるといいでしょう。
もしも教師の発言が、生徒のレベルより高すぎる状態だと思ったら、下
げてあげる工夫が必要です。
　例えば、「今から口頭練習しましょう」と言うとき、
　　Now, we are going to do some oral practice.

　という文を、平易な言葉にするなら、

　　Say　this sentence　 3 times.

　　Practice　with　 your partner.

長く難しい文を、
短くカンタンにしよう

Lesson

3



15第1章　 ３ 語の英語でどう伝える？

　のように、具体的な指示で語りかけることができます。もちろん、
oral（口頭の）という語を特段教えたければ最初の例のように言っても
構いません。

 ポイント２　１文を短くする

　不必要な語は削除していきます。例えば、「単語の綴りを ５回書いて
覚えましょう」と言うときに、そのまま、
　　�Write the spelling of the word 5  times and remember its 

spelling.

　と言うと、長たらしくて、何を言っているのか理解されにくいですね。
　そこで単純に、Write the word 5 times.とジェスチャーつきで言っ
た後、Try to remember it.と言ってみたらどうでしょうか。spelling
という表現を使わなくても、意味が通じそうですね。

 ポイント３　「英語＋日本語＋英語」のサンドイッチで

　それでも先生の英語の指示を、生徒がどうしても理解できないことが
あるでしょう。例えば、Make pairs. Move your desks. And face 

each other.と言っても、生徒はぽか～んとして動けないでいます。
　そんなときは、私は日本語を使って逃げます。ただし、大事なことは、
英語→日本語→英語のサンドイッチにするのです。

　　Move your desks. And face each other.（英語）
　　机を動かして、向かい合います。（日本語）
　　Move your desks. And face each other.（英語）

　最後にもう一度、英語を重ねると、生徒には最後に聞いた英語
が残ります。そして、この指示を繰り返すことで、英語だけの指示で
も慣れてきて、生徒はだんだん動けるようになっていきます。
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 授業にリズムとテンポを取り入れよう

　授業の冒頭から 3 語フレーズを教師が使うことで、授業全体のリ
ズムをよくすることができます。私の授業の冒頭を紹介してみましょう。
　Good morning.と言って、教室に入ります。生徒は個々に、Good 
morning. と言ってきます。そこで、私は One point!と言います。生徒
は、Lucky! と言います。私の授業では、生徒が英語を使ったらポイン
トをあげるようにしています。 1ポイントを生徒がゲットしたらさらに
ポイントをゲットできるよう、Lucky! と言うとよいことを伝えるよう
にします。おもしろい答えが出た場面には 5ポイントなど、高得点をつ
けるとさらに盛り上がるでしょう。
　その後、私は、
　　Open your file.

　　And let’s do“ すらすら英会話 ”.
　　Repeat after me.

　と言って、「すらすら英会話」シートを繰り返させ、声を出す活動か
ら入ります。次に、
　　Stand up.

　　Read from No.1 to No.20.

　　Then, sit down.

　と言って、「すらすら英会話」のフレーズを読ませます。

３語フレーズは授業に
リズムとテンポを生む

Lesson

4
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　このように、たいていの指示を ３語フレーズにすることで、授業がポ
ンポンポンと進み、リズムのよい授業となります（詳細は拙著『 5分間
トレーニングで英語力がぐんぐんアップ！ 中学生のためのすらすら英
会話100』（明治図書）を参照）。

 Let’sをつけた３語フレーズでリズムが生まれる

　「立ちなさい」は、Stand up.と言います。
　そこをあえて、Let’s stand up.と ３語フレーズにしてみましょう。
　なんとなく、リズムが変わりませんか？
　Let’s をつけるだけで、次の stand up に弾みがつくのです。
　　Check the answers. → Let’s check the answers.

　　Read 3  times. → Let’s read 3 times.

　また、Let’s と言ってから指示を出すと、聞き手の心構えにもなります。
　ただ、Let’s は、Let us のことですので、話し手である自分も含みま
す。なので、「一緒にやろう」という意味でこの場合使います。

 3語フレーズでテンポよくリスニング

　例えば、授業で教科書の題材を扱うシーンで見てみましょう。最初に
CDを聞かせ、おおまかな内容を理解させます。
　生徒には、聞き取りポイントをプリントにして配付しておきます。そ
して、以下のように声かけをします。
　　Listen to the CD carefully.

　　And answer the questions.

　　Now let’s listen!

　このように、生徒の待ち時間をつくらず、 3語フレーズですばやく指
示を出します。生徒が飽きないよう、どんどん次の活動に入り、テンポ
のよい授業を目指しましょう。


